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はじめに 
パンダルプールはマハーラーシュトラ州のショーラプール県にあるヴ
ィッタルViṭṭhal（ヴィトーバーViṭhobā）寺院を中心に栄えた門前町で
ある。ここはマハーラーシュトラのバクティ運動の中心となったワー
ルカリー派1が年に最低 2 回は巡礼に訪れなければならないとされる
聖地である。この教団は、厳しい戒律もなく、菜食主義とパンダルプ
ールへの巡礼を行うことだけで、誰もが信徒とみなされ、さまざまの
カーストの人々を受け入れてきた。バラモンはもちろん、社会の下層
出身のサント（宗教詩人）を数多く生み出したこの派は、700 年にわ
ってサントたちが残したアバング2と呼ばれる神への賛歌を中心とし
た詩を語り継ぎ、現在に伝えている。それらのアバングは教団内にと
どまらず、広くマラーティー語を母語とするマハーラーシュトラの民
衆の知的財産として共有されてきた。マハーラーシュトラ民衆のアイ
デンティティの拠り所のひとつといっても過言ではない。そのワール
カリー教団にとって年に２回のパンダルプールへの巡礼参加は、信徒
として必要不可欠な条件であった。聖地パンダルプールは信徒たちの
「マーヘール（実家）」とも歌われ、聖地へ赴くことが一番の宗教的修
養と考えられてきた。 
 そこで、この稿ではパンダルプールの聖地としての歴史的変遷を概
観し、現在の寺院管理を任されたバラモンの職務の実体にも注目する。 
 
１.聖地パンダルプールとヴィッタル信仰の起源 
パンダルプールが聖地としていつから巡礼者を集めていたかを明確に
することは難しい。パンダルプールの地名が歴史的史料に初めて登場
するのは、ラーシュトラクータ朝のアヴィデーヤ王 Avidheya の銅板文
（516 年 A.D.）においてである。ここにパンダルプールと類推される
Pārangapa（パーンドゥランガの村の意）の記述がみられる[Deleuly 
1960:25]。また、アイホレの碑文（757 年 A.D.）には「チャールキヤ
                                                  
1 ワールカリー派は vārkarī panth と呼ばれるが、「教団」といった明確な組織
は形成されていない。ここでは、ワールカリー「派」と訳出した。ワールカリー
派については、拙稿「ジュニャーネーシュヴァルのバクティとヴァールカリー派」、
『亜細亜大学国際関係紀要』第 5 巻第 2 号、pp. 21-43、1996 年を参照されたい。 
2 マハーラーシュトラのサントたちのバジャンの一形式で、ヴィッタル神への賛
歌を指す。ラナデーによると、「人間の魂と神の関係に関して、心から溢れ出る
思い」がアバングであるという[Ranade 1933: 166]。 
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朝の王キールティヴァルマン II 世が（パンダルプールを流れる）ビー
マラティー川のほとりにキャンプした」とある[Deleuly 1960: 194]。 
 続く 300 年の間は、直接パンダルプールに言及した碑文は見つかっ
ていない。ヴィトーバー寺院内で発見された５つの碑文のひとつには、
「1189 年にヴィッタル神の帰依者の一団がヤーダヴァ朝の王ビッラ
マBhillamaから、寺院内に祠を建てるために経済的援助を認められた」
が記され、ヴィッタル寺院のソーラカンガ（16 柱ホール）の梁には、
サンスクリットとカンナダ語の混合文で、ヤーダヴァ勢力と戦ったヴ
ィール・ソーメーシュワル Vīr Someśvar を讃える一文（1236 年）がみ
つかっている。興味深いのは、「パンダルプールを‘パンダルゲー’、ま
た、ヴィトーバーを‘ヴィタル’または‘ヴィッタル’」と記述している点
である [Tulpule 1973: 86-87]。これらのことから、パンダルプールのヴ
ィッタル神信仰は６世紀に遡ることができ、ヴィッタル寺院は 12 世紀
に建立されたと推定されている。ただし、当時の寺院は現存の寺院よ
りも小規模のものであったろうといわれている。 
 ちなみに 13 世紀後半のマハーラーシュトラではチャクラダール
Cakradār（1251-1331）が興したマハーヌバヴ派が民衆の心を捉えてい
た。この派はクリシュナ神を唯一絶対の神として信奉し、出家主義を
とっていた。信徒は黒い衣装を身につけ、男女ともに集団生活を送っ
た。開祖チャクラダールが残した『リーラーチャリットラ Līlācaritra』
（1278 年）には「ヴィッタル英雄物語」の項があり、チャクラダール
がヴィッタル神信仰の起源を次のように語っているのである。 
 
 「ヴィッタルという名のバラモンは他の二人と盗みを生業としてい
た。ある日、一人の牛飼いから牛を奪おうとして、ヴィッタルは殺さ
れてしまう。ヴィッタルの息子たちが親を偲んで、そこに石柱を建立
し、妻はリンガを立てた。妻の名はラーカイーといった。息子たちが
両親を偲んで、“ヴィートー、ルクミー”と歌い、それが次第に有名に
なっていった」[Tulpule 1979: 1009-1010] 
 
2.ワールカリー派と聖地パンダルプール 
パンダルプールを語るには、ワールカリー派について述べておかなけ
ればならない。ワールカリー派はマハーラーシュトラを中心にバクテ
ィ思想を広めた教団で、現在に至るまで多くの信徒を集めている。「ワ
ールカリー」という言葉がこの教団の性格を的確に表している。「ワー
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ルカリー」の語は「ワーリー」と「カリー」という二つの単語から成
り立っている。「ワーリー」の語源「ワール」は１回、２回の回数を表
し、「カリー」はそれを行う人の意味である。つまりワールカリーとは、
「何度も繰り返し行き来する人」の意味で、パンダルプールへ定期的
に巡礼することを指している。ワールカリーは別名、「マールカリ （ー数
珠を身につけた者）」ともいわれ、この派の人々が菜食の誓いを立てた
証しとして、トゥルスィー（カミメボウキ）の木で作られた数珠を身
につけることからきているといわれている。 
デレウリーの定義に従えば、ワールカリーとは、「家族とともに暮ら
し、世俗の職業を遂行しながら、クリシュナ神の化身としてのヴィッ
タル神へのバクティを通して解脱を求めるために、毎年決まった時期
にパンダルプールへ巡礼し、厳格な菜食主義を守る者である」[Deleury 
1960: 3]。ワールカリー教団に入るためには、難しい入門儀礼や規制な
どなく、「菜食の誓いを立てること」、「毎年の巡礼参加」が十分条件と
なっている。ワールカリーの人々の間では、「巡礼にその姿がみとめら
れないということは、その人は死んでしまったか、死の床にいるに違
いない」[Turner 1973: 195]とまで言われる。また、この派は、階級の
序列や儀式をもたず、パンダルプールへの巡礼を通して信徒間の結束
を強めている。信徒たちは自発的に巡礼に参加し、過去にワールカリ
ー教団が輩出したサントが残した宗教書やアバングを読んだり、歌っ
たりすることによって修養を積んでいる。 
ワールカリー派の成立年代を明言することはできないが、13 世紀後
半にはすでに教団としての形を整えていたと推察される。ジュニャー
ネーシュヴァルJñāneśvar（1275-96）が著した『バガヴァッド・ギータ
ー』の注釈書『ジュニャーネーシュヴァリーJñāneśvarī』は現在に至る
まで、マハーラーシュトラのバクティの中心的テキストとされており、
彼はその他、ヴィッタル神を讃える多くのアバングも残している。彼
はワールカリー教団に確固とした思想的礎を与えた3。ワールカリー派
はジュニャーネーシュヴァルに続いて、さまざまな社会層から多くの
                                                  
3 バヒナーバーイーのアバングに Jñānadeve racial pāyā । raciyele devākayā ।। 
nāmā tayācā kiṅkar। teṇe kelā hā vistār।। Janardan Eknāth। dhvaj ubhārilā 
bhāgvat।। bhajan karā sāvkāś। Tukā zālāse kaḷas।।「ニャーナデーヴ（ジュニャ
ーネーシュワル）が(ヴィッタル信仰という)寺院の基礎を築き、ナームデーヴが壁
を作り、エークナートが中心の柱を建てた。そして、バジャンを広め、トゥカー
ラームはその尖塔となった」[Santa Bahinābāīṅca Ghātā :69-No.143]とある。 
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サントを輩出していった。ジュニャーネーシュヴァルが活躍した 13
世紀後半は、ワールカリー教団の第一の隆盛期といえよう。彼が著わ
したアバングにはパンダルプールを讃えたものも多い。ジュニャーネ
ーシュヴァルと同時期に活躍したワールカリー派のサントにはナーム
デーヴNāmdev、ジュニャーネーシュヴァルの兄ニヴリッティナート
Nivr̥tināth、妹のムクタバーイーMuktabāīなどがいる。その他、多くの
サントが階層の別なく輩出し、優れたアバングを残している。中でも
マハール（死畜の取り扱いを含む雑役に従事）のツォーカメーラー
Cokhamelā、床屋のセナーSenā、土器職人のゴーラーGolā、庭師のサー
ヴァタSāvata、鍛冶職人のナラハリNarahari、踊り子のカンフパートラ
ーKanhupātrāの活躍が際立っている。 
ジュニャーネーシュヴァルが活躍した時期、マハーラーシュトラ地
方を支配していたのはヤーダヴァ朝(1185?-1318）である。エローラ近
くのデーヴァギリに都を置き、南のホイサラ朝と抗争を繰り返しなが
らも領土を拡大していった。13 世紀後半に王位を継承したマハーデー
ヴァ、続くラームチャンドラの二人の王に大臣として仕えたヘーマド
リーHemadrī は文学や学問を保護し、マハーラーシュトラの地方文化
の開花に貢献した。ヘーマドリーにちなんで、「ヘーマードパンティー
ン」と呼ばれる独特の寺院建築も盛んに建設され、パンダルプールの
寺院群もこの時期に建設されたのである。 
 
3.イスラーム勢力と聖地パンダルプール 
ヤーダヴァ朝のラームチャンドラ王が平和に統治をしていた 1294 年、
ハルジー朝のアラー＝ウディンが南インド攻略に向かう途中、デーヴ
ァギリを攻撃した。ラームチャンドラはデーヴァギリ近くのラスラで
一戦を交えたが敗北し、町は略奪されたうえ、多額の上納金を納めな
ければならなくなった。 
 ハルジー朝に代って、デリーの政権を手にしたのがトゥグルク朝で
ある。２代目の王ムハンマドは即位後の 1327 年にデーヴァギリをダウ
ラタバードと改名して、第二の都とした。都市移転に伴って多くのヒ
ンドゥー寺院が破壊されたが、この新都移転計画は失敗に終わり、各
地に反乱が相次いだ。それに伴い、トゥグルク朝の南インド支配は手
薄になってゆく。それに乗じて、1336 年に南インドにヴィジャヤナガ
ル王国が、1347 年にはデカンにバフマニー王国が独立した。このバフ
マニー王国はパンダルプールの東 220 キロメートルほどのグルバルガ
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に都を置いた。この時期、パンダルプールの寺院は破壊され、町は廃
墟と化し、ヴィッタル神の像は破壊を免れるために、信徒によって何
度か隠されたと記録にある。バーヌーダースのアバングによると、ヴ
ィジャヤナガルのラームラージャ王（1542-1565）がヴィッタル神の像
を王国に持ち帰り、寺院を建立して祀った。その神像をヴィジャヤナ
ガルから取り返したのが、後述するエークナートの曽祖父バーヌーダ
ース Bānudās であったという。[Gazetteer: 431]。 
 ワールカリー派の活動も下火となり、かろうじて少数の信者たちに
よって毎年の巡礼が行われるに過ぎない状態になってしまった。この
時期はパンダルプールにとって、一番の受難の時代といってもいいだ
ろう。 
 200 年近い暗黒時代を経て、ワールカリー派に新たな息吹が吹き込
まれるには、エークナート Eknāth（1533-99）の登場を待たねばならな
い。エークナートは『ジュニャーネーシュヴァリー』の校訂を行い、
300 年の間に多くの人々によって書き加えられた部分などを細部にわ
たって検討して、現在に伝わる形にまとめた聖者である。その他、『バ
ーガヴァタプラーナ』の第 11 章にマラーティー語の注釈をつけた『エ
ークナーティー・バーガヴァタ Eknāthī Bhāgvata』、『ラーマーヤナ』の
マラーティー語訳『バーヴァールタ・ラーマーヤナ Bhāvārtha 
Rāmāyaṇa』を著した。また、バールルという社会風刺を盛り込んだ問
答形式の芝居のシナリオなどを書き、広く一般大衆に分かり易いバク
ティの道を説いた。エークナートはジュニャーネーシュヴァルが雲の
上に置いていた難解な哲学を地上に降ろして、人々の間に広めた
[Ranade 1933: 25]といわれている。エークナートの貢献により、ワール
カリー教団も息を吹き返し、巡礼にも再び多くの信者を集めるように
なった。 
 
4.マラーター、ペーシュワー治世のパンダルプール 
ムガル帝国のアクバル帝に続くジャハーンギール（在位 1605-1627）
とシャー・ジャハーン(在位 1627-1658)の統治期は、北インドは政治的
には比較的安定し、経済や文化面で花開き、彼らはデカン制圧にも力
を注いだ。デカンの太守の任についていたシャー・ジャハーンの三番
目の息子アウランガゼーブ（在位 1659-1707）は父王をアーグラ城に
幽閉し、兄弟たちの命を奪って 1659 年に王位を継承した。 
 アウランガゼーブはスンナ派の敬虔なムスリムであったが、非ムス
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リムに対しては厳しい弾圧を加えた。特にヒンドゥー教徒に対しては、
寺院を破壊し、新たな寺院建立を禁止するなど反感を招く政策をとっ
た。彼はデカン平定に腐心し、何度かの遠征を決行した。また、1695
年から 1700 年のあいだにパンダルプールの南東 10 キロメートルに位
置するブラフマープリにキャンプを張った記録がある[Gazetteer: 432]。
このときに、現在まで残る基本構造ができあがっていたパンダルプー
ルの寺院は、部分的に破壊された。ヴィッタル神の像は敬虔な信徒の
手によって隠され、破壊を免れた[Gazetteer: 431]。 
 この時期、パンダルプールのヴィッタル寺院は 1610 年にナームデー
ヴ門が作られ、1621 年には寺院の内殿が建てられた。それから 16 柱
のホールなどが追加されていった。これはマラーター勢力がイスラー
ム勢力に対抗して力をのばしつつある時期と一致する。また、シヴァ
ージーŚivājī（1630-80）がプネー近くのラーイガル城で即位し、マラ
ーター王国を興したのは 1674 年であった。シヴァージーの活躍により、
ヒンドゥー教徒もヒンドゥーとしての誇りと自信を取り戻すきっかけ
を手にしたといえよう。シヴァージーが 1680 年に没してから、政権を
巡る争いが起こり、政治の実権はマラーター王国の宰相ペーシュワー
の手に移っていった。 
 安定したペーシュワー治世になると、マハーラーシュトラの人々は
パンダルプールだけでなく、チンツワード、ジェーズリー、ナースィ
ク、トリンバケーシュヴァル、パイタン、トーケー、ワーイー、カル
ハド、トゥルジャプール、マハーラクシュミーなどの聖地巡礼を盛ん
に行うようになる。このころになると、聖地巡礼は物見遊山的な要素
も加わり、民衆は特定の聖地だけではなく、いくつかの聖地を訪れて
いた。パンダルプールの寺院群も整備され、マハーラーシュトラを代
表する聖地として巡礼者を集めていった。有力なマラーター諸侯のひ
とつ、インドールのホールカル家のアヒリャバーイー・ホールカル
Ahiryabāī Hoḷlkar (1725-1795) はガートや寺院の修復に力を注いだこ
とでよく知られる。 
 エークナートの活躍で再び勢いを取り戻したワールカリー派は、こ
の時期トゥカーラームTukārām (1608-49)という最高の詩才をもったク
ンビー（農耕）カースト4出身のサントの出現によって、かつてない盛
                                                  
4一般的にはヴァルナではシュードラに属する農耕集団を指す言葉であるが、マ
ハーラーシュトラではマラーター起源（クシャトリヤ）を主張する動きもある。
ここでは、農耕を行う職能集団を指す。 
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り上がりをみせる。トゥカーラームはバクティの真髄を情感込めて歌
った 4000 以上のアバングを残している。それらは、『トゥカーラーム・
ガーターTukārām Gāthā』としてまとめられている。アバングに詠みこ
まれた思いは、真っ直ぐに一般大衆の心に届き、今もなおマハーラー
シュトラの人々の情緒的な拠り所となっている。カースト制度や社会
的不平等の理不尽さを批判したストレートなアバングも数多く残して
いる。明確な歴史的記録は残されていないが、伝説では、シヴァージ
ーはトゥカーラームのキールタンを聞いて心酔し、その場で弟子入り
を申し出て、断られたという。 
 1715 年にはシュリーグルスヴァーミーŚrīgurusvāmī が『パーンドラ
ンガ・マーハートミヤ Pāṇḍhuraṅga-māhātmya』を、1760 年にはマヒパ
テ ィ Mahipati も 、『 パ ー ン ド ラ ン ガ ・ マ ー ハ ー ト ミ ヤ
Pāṇḍhuraṅga-māhātmya』を著し、パンダルプールにおけるヴィッタル
神信仰の縁起に言及している。 
 第４代ペーシュワー、マーダヴ・ラーオ Mādhav Rao (在位 1761-72)
の治世には、パンダルプールは「パンドゥラング・ニロ（パーンドゥ
ラングの住まい）」の名で広く知られるようになり、定期的なアーシャ
ード月（ヒンドゥー暦 4 月）とカールティク月（ヒンドゥー暦 8 月）
の巡礼には多くの信者を集めるようになっていた。現在にいたるパン
ダルプール寺院群は、この時期に建立された。1618 年にはタークピー
ト・ヴィトーバー寺院が、1770 年にはパーンチムキ・マールティ寺院、
1778 年にはパドマーヴァティ寺院が、1799 年にはカーラー・マールテ
ィ寺院、1820 年にはマットゥリカールジュン寺院が建てられた。同時
にガートの整備にも力が入れられ、11 のガートが建設されている。 
 この時期、大きな盛り上がりをみせたワールカリー教団ではあるが、
教団内部の平等主義と矛盾する記録が残されている。 
 
   （ヴィッタル神の）寺院の外の北側に不可触民出身のサント、
ツォーカメーラーの石像があるので、「不可触民（アティ・シュー
ドラ）」が参拝に集まる。それは狭い道路にあるため、通行する人々
が「不可触民」に接触することがある。これはバラモンにとって
は大変な問題である。ゆえに、「不可触民」は寺院前の石灯篭の近
くか、マハール居住区の中で、ツォーカメーラーの参拝をするよ
うに。「不可触民」は寺院の近くに行ってはならない。近づいた場
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合には処罰する[SSRPD VIII-1129]5。 
ワールカリー教団とパンダルプールの寺院を守るバラモンの間には、
カーストを超えた信仰の自由に関して、大きな意識の隔たりがあった
ことがわかる。パンダルプールのバラモン僧たちは、信者の信仰心に
対する敬意などなく、ひたすら個々人の利権を巡る争いに余念がなか
った。 
 
5.イギリス統治期から現在のパンダルプール 
マラーター王国は各地の諸侯がプネーにある宰相府に伺候し、宰相の
軍隊に参加する義務を負うことで成り立っていた。これはマラーター
同盟として知られるようになる。しかし、マラーター軍は 1761 年にパ
ーニーパットでアフガン軍に破れ、1775 年からはイギリスと３回にわ
たって争い、破れ、弱体化して、イギリスの支配下にはいった。 
 マラーター軍とイギリス軍の戦いは限られた地域のみで、パンダル
プールにまで戦禍が及ぶことはなかった。イギリスは全般的に宗教に
は寛大な政策をとり、寺院管理への干渉も少なかった。1872 年に行わ
れた国勢調査では、パンダルプールの人口は 16,275 人で、そのうちヒ
ンドゥー教徒が 15,267 人、200 名がジャイナ教徒、804 人がムスリム
で、4 人のキリスト教徒という内訳が出ている。また、1855 年には市
政も開始され、1882 年から 83 年にかけての市政の収入は 76,220 ルピ
ーで、そのうち半分以上にあたる、41,780 ルピーが巡礼税からの収入
[Gazetteer: 415]という興味深い記録もある。 
 カーストの別なく平等を掲げたワールカリー教団ではあったが、聖
地パンダルプールにあるヴィッタル寺院への出入りは「不可触」カー
ストには禁止され、あくまでバラモンによって管理されてきた。独立
後の特筆すべき出来事は、サネーグルジー Sane Gurujī (1899 -1950)6の
断食による抗議行動などを通して、ヴィタル寺院が 1947 年に「不可触
民」に開放されたことである。巡礼者の数は年を追うごとに増加し7、
                                                  
5 SSRPD＝Selections from the Satara Rajas’ and Peshwas’ Diaries.ペーシャワ
ーの公文書。 
6 Pandurang Sadashiv Sane (1899 -1950),  Sane Guruji サネー先生の愛称で
親しまれている、教育者、社会活動家。児童文学も多数残す。 
7年によって変動はあるが、巡礼参加者は 50 万、60 万人に上る年もある。1970
年のレポートによると、平均 40 万人の巡礼者がある[Commission report:23]。
降雨が少なく、例年になく巡礼者が減少した 2008 年でも 25 万人参加[Times of 
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施設の充実が計られた。巡礼の際一番問題となっていた、ダルシャン
時の混雑に対処するために、7 階建の「ダルシャン・マンダプ(参拝堂)」8
が 1990 年に建設された。また、巡礼時の衛生面の問題に焦点があてら
れるようになり、州政府も改善策9を具体的に打ち出している。 
 
6.パンダルプールの寺院付きバラモンとその役割 
ヴィッタル寺院付きのバラモンには、ヴィッタル寺院の管理者である
バルヴェー（1966 年には 82 家族）を筆頭に、それぞれ役割の異なる
バラモンが寺院の仕事に従事している。1519 年のビジャプール王国の
文書に根拠をもつバルヴェーの利権は寺院内でも絶大である。彼らの
利権は、ヴィッタル神への供物、喜捨、信徒の礼拝料を受け取ること
などである。バルヴェーは長年にわたって、ヴィッタル寺院の所有者
のようにふるまってきたが、そのあり方をめぐって、何世紀にもわっ
て裁判ケースが続いている。以下にヴィッタル寺院とルクミニー寺院
のバラモンの職務を列記した。括弧内は 1966 年の家族数である。 
 
バルヴェー（barvē）：ヴィッタル寺院の管理者（ヴィッタル神への
供物、喜捨を受け取る権利）（82） 
プジャーリー(pujārī)：実際の儀礼の執行者（8） 
ベナーリー（benārī）：サンスクリットのマントラを唱える（22） 
パリチャーラク（paricārak）：アヴィシェーカ（潅頂）用の水、香、
灯明などの用意 
ハリダース（haridās）：アールティーのときにマラーティー語の賛歌
を歌う（48） 
ディングレ（dingure）：神像に鏡をかざす 
ディヴァティ（divati）：松明を持つ（3） 
ダーンゲ（dānge）：職杖保持者（1） 
                                                                                                                   
India 11 July, 2008]とある。 
8 アーシャード月の 11 日にはパンダルプールの町に数十万人もの巡礼者が集ま
り、ヴィッタル神にダルシャンするために寺院を取り囲む長い列ができ、人々の
通行もままならない状態となるため、行列する人々の混在に対処するために建て
られた。 
9巡礼時のトイレの設置、給水車による水の供給が急務とされている[Times of 
India 11 July, 2010]。路上での排泄や水浴びも行われため、伝染病予防のために
消毒剤の散布も行われている。 
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ウトゥパト（utpat）：ルクミニー寺院の管理者（ルクミニー女神へ
の供物、喜捨を受け取権利）（71） 
 
バルヴェーとウトゥパト以外を総称してセーヴァーダーリー
（sevādārī）という。バルヴェーの評判を落としているのは、寺院トラ
ストと個人の財産の混同、新たなプージャーを始めたり、新しい神像
を設置し信徒から少しでも多く金銭の喜捨を受けようとする点である。
自らの利権を増やすために、神像の写真販売を開始し、この地を訪れ
る信徒に法外な布施を要求するなど、金銭獲得に対して貪欲過ぎると
批判されてきた。また、ダルシャン時に信徒たちに対して邪慳な扱い 10
をすることも問題視されている。バルヴェーは信徒たちからも、また、
各セーヴァーダーリーからもそれぞれ訴状を提出されている。そのう
え、バルヴェー同士の争い、バルヴェーと寺院管理委員会の争いなど
枚挙にいとまがない。その多くは、バルヴェーが利権を独占すること
や、各自の利権を侵害していることに対しての訴えである。 
 
まとめ 
カーストを超えた平等主義を説くワールカリー派の総本山ともいえる
パンダルプールのヴィッタル寺院でも、祭祀はバラモンの占有となり
利害対立を生んでいる。ワールカリー派は社会の虐げられた人々の宗
教生活を精神的なものへと高めたといわれている。バジャンやアバン
グなどの宗教詩、宗教書、巡礼をはじめとする宗教的実践を通して、
民衆に社会生活上での徳を説き、現世の行為の重要性を語り、民衆の
自覚を促し、人間としての自信を持たせた。しかし、その平等は宗教
面に限定され、社会的平等には至らなかった。 
近年巡礼者が増加しているワールカリー派の巡礼地であるパンダル
プールは、ワールカリー派に限らず、マハーラーシュトラのさまざま
な階層の人々にとっての精神的な拠り所となりつつある。マハーラー
シュトラの無形遺産として残るアバングなどが新たに書として編纂出
版され、音楽 CD もたくさんリリースされている。マハーラーシュト
ラの人々のアイデンティティの拠り所として、パンダルプールが果た
                                                  
10実際あまりの混雑のために、「ヴィッタル神の足に触れるダルシャンは 1 分間
に 37 人」[Commission Report:23]とあるほどである。少しでも長く神像と対峙
したい信徒とプジャーリーの間では常にいざこざが絶えない。 
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す役割と、聖地の合わせもつ聖性と俗性について、今後、訴状の分析
などを通してみてゆきたい。 
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